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Regeneration of forests, particularly that for conservation of environment or 

national lands, must be undertaken by the ecological recipe based on the potential 

vegetation in individual regions. In the tropical forests such as dipterocarp forests in 

the South-east Asia, a large number (68-320 /mりofjuvenile seedlings are found on 

the forest floors for a certain short period under the dense canopy. These seedlings 

mostly die due to the lack of enough light but could be utilized as regeneration 

sources in other areas. As it is very difficult to collect seeds at the right time and to 

preserve them for a long period, utilization of seedlings in the forest is worth to 

consider. 

Planting seeds in a high density (300 -3000 /m行guaranteesformation of climax or 

its approximate forests in a shorter period than on-going, natural regeneration. 

日本の国上の 90数％はかつて森林で覆われていた。

たとえば，関東地方でぱ海抜700m以下は照葉樹林，

そして， 3年経てば，“管理しないことが最良の管理”

ということで放置し， 自然の回復力に信頼をおく方法

が良い。その土地のポテンシャルな潜在自然植生を基

礎にして，初めて農業生産も，林業生産も，あるいは

緑の環境づくりも可能になる。

1,500 mまではブナ林で構成されていたが， 様々な開

発により本来の植生を保持している地域は 1%以下

になっている。

森林の再生は，特に環境保全，国土保全を目的とす

る場合は，できるだけ潜在自然植生を基礎にした生態

学的処方箋を用いる必要かある。それには十分な科学

的現地調査に基づいて，地球的規模で決められた植物

群落の現存および潜在植生図を作成し，それを基礎に

して植栽樹種の選択，表土の復元を行う必要がある。

関東地方では，森林は薪炭林として利用され， この

何百年もの間 15-25年毎に伐採が繰り返されてきた

が，クヌギ， コナラ，エゴノキの落葉広葉樹の他にこ

の土地本来の深根性，直根性の台風にも地震にも強

い， まだ常緑のため防火機能も果たす、ンダ，カシ， ア

ラカシ， アオキ， ャッデといった自然植生があった。
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現在の緑が失われた地域での森林再生手法としては，

これら様々な樹種のポット苗を 2-3本/m叫 ときに

は9本/m2で密植し，植栽時から森林環境を形成させ

る手法をとる必要がある。これまで多くの地域でこの

ような試みをし，成功してきたので， このノウハウを

熱帯林の再生に適用できると考え，実証研究を行って

きた。

熱帯林の再生は非常に難しい。花が咲かない，実が

ならない。実っても虫に食われて拾えない。拾ってき

ても芽が出ない。芽が出ても大きくならない。様々な

階段で生育の阻害要因がある。しかし，熱帯林，たと

えば東南アジアのフタバガキ科を高木・優先種とする

森林では，高木種の下に 68-320本/m2の幼苗が生育

しており，それらは上木が枯れて光が届くようになら

なければ死ぬ運命にあるが，一時期は多数が生存して

いる。したがって， これらの幼苗を利用しない手はな

く，幼苗および落下種子を利用した植栽・施業法の開

発を日本で行ってきたのと同様の考え方で試みてい

る。

マレーシアでは一年少々の間に 30種， 30万本のフ

タバガキ科を中心にしたポット苗の育苗に成功し，ま

た小さな双菜から五つ葉までの幼苗を植栽すれば，よ

り高い括着率が得られることも解った。マニュアルと

しては，まず林地からなるべく多くの種の種子を拾

い，ポット内で300-3000種子/mzの高密度で発芽さ

せ，現地に密植するということになる。従来の手法で

は極相林になるまで300年以上かかるといわれてきた

が，この手法によれば， 50年ほどで比較的近似の植生

を持った森林にする事が可能になるかもしれない。こ

うした短期間でもとあった天然林になるべく近い森林

形態に戻し，地球規模での緑の環境回復に役立てたい

と考える。


